
子
ど
も
を
取
り
巻
く
世
界

レ
ポ
ー
ト
は
、
子
ど
も
の
幸

福
度
を
測
る
の
に
、
子
ど
も
を

取
り
巻
く
多
層
的
な
世
界
（
環

境
）
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
保
護

者
の
働
く
環
境
が
子
ど
も
の
生

活
の
質
に
影
響
を
あ
た
え
る
こ

と
。
子
ど
も
を
成
長
さ
せ
る

「
資
源
」
の
一
つ
の
指
標
に
家
に

学
校
の
勉
強
に
役
立
つ
本
が
あ

る
か
。
「
子
ど
も
の
行
動
」
で
は

「
よ
り
多
く
外
で
遊
ぶ
子
ど
も

の
方
が
よ
り
幸
せ
」
と
い
う
結

果
も
出
て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
の

人
間
関
係
」
で
は
、
い
じ
め
、
学

校
へ
の
帰
属
意
識
と
生
活
満
足

度
な
ど
の
指
標
を
分
析
し
、
多

層
的
な
分
析
に
よ
り
、
「
幸
福

昨
年
９
月
ユ
ニ
セ
フ
・
イ
ノ
チ
ェ
ン
テ
イ
研
究
所
の
「
レ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
（
報
告
書
）
１
６
」
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
報
告
書
は
、
「
子
ど
も
た
ち
に
影
響
す
る
世
界
：
先
進
国
の
子
ど
も
の
幸
福
度
を
形
作
す
る
も
の
は

何
か
」
で
、
日
本
の
子
ど
も
の
「
精
神
的
幸
福
度
」
は
世
界
で
下
か
ら
２
番
目
と
い
う
衝
撃
的
な
調
査
結
果
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
「
レ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
１
６
」
の
一
部
を
紹
介
し
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
日
本
の
子
ど
も
た
ち

の
現
在
置
か
れ
て
い
る
「
姿
」に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

度
」
を
「
精
神
的
幸
福
度
」
「
身

体
的
幸
福
度
」
と
学
力
や
友

だ
ち
が
直
ぐ
で
き
る
か
な
ど

の
「
ス
キ
ル
（
技
術
）
」
の
３
つ

の
面
か
ら
分
析
し
ま
し
た
。

両
極
端
な
結
果
に

日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
「
身

体
的
幸
福
度
」
は
、
１
位
で

す
。
身
体
的
幸
福
度
＝
乳
幼

児
死
亡
率
、
肥
満
な
ど
の
過

体
重
な
ど
の
要
素
。
一
方
「
精

神
的
幸
福
度
」
は
、
先
進
国

中
の
下
か
ら
２
番
目
。
「
ス
キ

ル
」
で
は
、
「
読
解
力
・
数
学
の

分
野
の
学
力
」
は
、
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
。
な
の
に
、
「
学
校
で
す

ぐ
に
友
達
が
で
き
る
」
「
自
分

へ
の
満
足
度
」
「
自
殺
率
」

な
ど
で
指
標
が
先
進
国
中
の

下
位
。

筆
者
の
友
人
の
孫
さ
ん
は
、

親
御
さ
ん
の
仕
事
で
イ
ン
ド
の

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
」
に
通

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
孫

さ
ん
が
「
日
本
人
の
友
達
は
、

『
面
白
く
な
い
』
」
と
言
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
こ
の
意
味
の
詳

し
い
事
を
書
け
ま
せ
ん
が
、
日

本
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

取
り
巻
く
環
境
が
国
際
的
に

み
て
歪
み
が
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
今
の
日
本
社
会
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
い
る
様
に
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
。
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神
忠
志
の
勝
手
気
ま
ま
な
料

理
レ
シ
ピ

★
納
豆
・
レ
タ
ス
う
ど
ん
（
温
玉

添
え
）
１
人
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
異
論
」
排
除
の
傾
向
強
く

森
喜
朗
氏
の
「
女
性
蔑
視
発

言
」
に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
の
ジ

エ
ン
ダ
ー
問
題
の
後
進
性
が
い

っ
そ
う
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
（
男
女
間
格
差
）
指
数
は
、
先

進
国
中
最
下
位
。
世
界
ラ
ン
ク
２

０
２
０
年
で
１
２
１
位
で
す
。

同
時
に
ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
、
自

由
に
モ
ノ
が
言
え
る
環
境
は
、
ひ

ど
く
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
す
。
私
が
所
属
し
て
い
た
ス

ケ
ー
ト
連
盟
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
道
連
盟
の
理
事

を
数
年
間
経
験
し
ま
し
た
が
、

「
提
案
」
に
「
異
論
」
を
挟
む
と
白

眼
視
さ
れ
た
も
の
で
す
。
最
近
は

少
し
ず
つ
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。

と
も
す
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で

 
 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の
森
喜
朗
元
会
長
の
「
女
性
蔑
視
発
言
」
問
題
は
、
日
本
社
会
が
「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
問
題
」
な
ど
で
遅
れ
た
国
で
あ
る
姿
が
、
国
内
外
に
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
今
号
は
、
こ
こ
か
ら
見
え

て
く
る
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
や
私
た
ち
を
取
り
巻
く
日
常
の
こ
と
で
私
が
感
じ
て
い
る
「
問
題
」
を
徒
然

（
つ
れ
づ
れ
）な
る
ま
ま
に
書
い
て
み
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

◆
乾
麺
で
も
玉
ウ
ド
ン
で
も
１
玉

◆
納
豆
か
き
混
ぜ
、
レ
タ
ス
ち
ぎ

っ
て
お
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
色
々
な
意
味
で
「
強
い
」
だ
け
が

優
先
さ
れ
、
そ
れ
が
許
さ
れ
て
き

た
「
社
会
」
。
Ｊ
Ｏ
Ｃ
山
下
泰
裕
会

長
、
室
伏
浩
二
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

の
森
発
言
へ
の
「
消
極
的
な
言
動
」

な
ど
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の
時
代

遅
れ
の
姿
が
国
内
・
国
外
の
目
の

前
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
予

算
が
少
な
く
、
企
業
頼
み
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
弱
点
を
始
め
日
本
社

会
全
体
の
「
後
進
性
」
な
ど
根
深
い

問
題
も
存
在
し
ま
す
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的
・
文
化
的

に
つ
く
ら
れ
る
性
別
）
」
平
等
、
一

人
ひ
と
り
が
人
間
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
多
様
性
を
最
も
重
要
視
す
る

社
会
を
つ
く
る
。
こ
の
「
人
類
史
的

価
値
」
を
真
に
理
解
・
実
践
す
る
こ

と
は
、
「
民
主
主
義
」
の
最
高
の
到

達
点
と
考
え
ま
す
。

森
会
長
の
辞
任
を
契
機
に
社
会

の
あ
り
方
が
進
歩
的
に
発
展
す
る

◆
レ
ン
ジ
で
温
泉
玉
子
１
個

◆
ゆ
で
た
ウ
ド
ン
に
レ
タ

ス
、
納
豆
そ
の
上
に
卵
、
め

ん
つ
ゆ
、
ご
ま
油
適
量
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
う
強
く
願
う
も
の
で
す
。

少
々
理
屈
っ
ぽ
い
話
し
に
な

り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
自
由
に
モ
ノ

言
え
る
社
会
を
壊
し
て
き
の

が
、
安
倍
政
権
の
８
年
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
女
性
の
ひ
ろ
ば
」
３
月
号

に
「
吠
え
な
い
犬
」
マ
ー
テ
イ

ン
・
フ
ァ
ク
ラ
ー
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
タ
イ
ム
ス
元
編
集
長
）
の
書

籍
紹
介
が
あ
り
、
読
ん
で
み

る
と
安
倍
政
権
の
「
メ
デ
ィ
ア

管
理
」
な
ど
が
如
何
に
日
本

社
会
を
歪
め
た
か
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
読
ん

で
欲
し
い
書
籍
の
一
つ
で
す
。 

 
 

 


